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これまでの「道の駅」の経緯
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通過する道路利用者のサービス提供の場

「道の駅」の担う
役割が拡大

ネットワーク化で活力ある
地域デザインにも貢献

道の駅自体が目的地

地方創生・観光を
加速する拠点

第1ステージ
（1993年～）

第2ステージ
（2013年～）

第3ステージ
（2020年～）

休憩機能

情報発信
機能

地域連携
機能

地方創生
の拠点

防災拠点

道路利用者の
休憩の場



「道の駅」第３ステージの３つの姿
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１．「道の駅」を世界ブランドへ

海外へのプロモーションやプロ

ジェクト展開を国が推進し、「道の

駅」は世界ブランドに。多くの外国

人が新たなインバウンド観光拠点

となった「道の駅」を目指し日本

へ。

２．新「防災道の駅」が全国の安心
拠点に

３．あらゆる世代が活躍する舞台と
なる地域センターに

広域的な防災機能を担うため、国

等の支援を受けてハード・ソフト

対策を強化した「防災道の駅」を

新たに導入。地域住民や道路利用

者、外国人観光客も含め、他の防

災施設と連携しながら安全・安心

な場を提供。

「道の駅」を舞台に、地域の課題

解決や民間とタイアップした「地

域活性化プロジェクト」が、ボラン

ティアを含めた様々な団体との協

働や、全国連絡会等が橋渡しを行

いながら、全国各地で盛んに実施。

<対象駅>観光案内所のある道の駅約850駅

<対象駅>全国の道の駅1160駅

■多言語対応（外国人観光案内所の認定）

■キャッシュレスの導入

■海外や観光関係団体との連携

風景街道等との連携事業の促進

海外への展開（開始時５カ国から拡大）

海外へのプロモーションの推進（開始時の認知度19%）

2025年
50%
以上

開始時
10%

約500駅約110駅

2025年
80%
以上

開始時
40%

約500駅 約1000駅

<対象駅>地域防災計画に位置づけられた道の駅約500駅

■地域防災（BCPの策定）

■広域防災（防災道の駅）

2025年
100%

開始時
3%

約500駅15駅

2020年～

新たな

「防災道の駅」

認定制度の導入

• 広域的な防災拠点とな
る道の駅の選定

• ハード・ソフト両面から
の重点強化 等

<対象駅>全国の道の駅1160駅

■子育て応援（ベビーコーナーの設置）

■地域活性化プロジェクト(全国連絡会)

2025年
50%
以上

開始時
4％

約600駅約50駅

新規

ＥＣやアンテナショップ等も検討

■大学等との連携企画の実施

開始時
24校

2020年～全国コンテストを開始

2025年
50校



観光 （「道の駅」を世界ブランドへ）

■多言語対応（外国人観光案内所の認定）

開始時
10%

2025年
目標

50%以上

■キャッシュレスの導入

246駅

＜対象駅＞観光案内所のある道の駅（1,053駅）

＜対象駅＞全道の駅（1,231駅）

1,074駅

2025年
実績
23%

527駅

985駅

開始時
40%

2025年
目標

80%以上

2025年
実績
87%

113駅

513駅

○ 観光案内所のある道の駅のうち、外国人観光案内所に認定済（JNTO）は23％となった

○ キャッシュレスの導入率は87％となった

○ 海外・観光関係団体との連携に関する取組も全て数値が増加

⇒ 引き続き、多言語案内環境や海外・観光関係団体との連携状況を定期的に確認しつつ、
施設整備の促進等に向けた支援を実施予定

■海外や観光関係団体との連携
・海外へのプロモーションの推進（「道の駅」の認知度）

・海外への展開

・風景街道等との連携事業の促進

開始時
19%

2025年
実績
32%

開始時
5カ国

2025年
実績
7カ国

空港、レンタカー店舗、「道の駅」に
おける訪日外国人を対象としたア
ンケート調査結果（n=3,039）

開始時
68駅

2025年
実績
199駅

JICAへのヒアリング、インターネット
検索等により、「道の駅」制度の活
用事例があった国を計上
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ピクトグラムによる主要設備の案内の例

道の駅を含め地域の観光施設等を
案内する多言語看板の例



【参考】 訪日外国人の道の駅に関するアンケート調査結果
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３２％

「道の駅」の認知度・利用割合

利用した交通機関

70%
(2,123)

52%
(1,576)

32%
(972)

34%
(1,037) 23%

(709)
11%
(328) 4%
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3%
(101)
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訪問回数とレンタカー利用率の関係
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利用交通手段：レンタカー 複数選択式
（N=3039）

訪日回数が増えれば、
レンタカー利用率は増加する傾向
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訪日外国人対応で困っていること

対応時に欲しいツール・情報

空港、レンタカー店舗、「道の駅」に
おける訪日外国人を対象としたア
ンケート調査結果（n=3,039）

空港、レンタカー店舗、「道の駅」における訪日外国人を
対象としたアンケート調査結果（n=3,039）

空港、レンタカー店舗、「道の駅」における訪日外国人を
対象としたアンケート調査結果（n=3,039）

「道の駅」の設置者または運営者を対象とした
アンケート調査結果（n=582）

※複数選択式

「道の駅」の設置者ま
たは運営者を対象とし
たアンケート調査結果
（n=582）

※複数選択式



防災 （新「防災道の駅」が全国の安心拠点に）
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■地域防災（BCPの策定）

開始時
2%

■広域防災（防災道の駅）

781駅

2025年
目標・実績
100%

15駅

○ 地域防災計画に位置付けられている道の駅のBCPの策定率は100％となった

○ 広域防災拠点である「防災道の駅」は79駅を選定 （※うち40駅は2025年５月に追加）

⇒ 今後、防災訓練の実施状況を定期的に確認しつつ、更なる防災機能強化のため、BCPの
質の向上に向けた支援を実施予定

⇒ 災害時に「防災道の駅」が広域防災拠点としての役割を果たしてもらうため、道の駅の当面
の運用方針に関する規定において、具体に取り組むべき事項を記載予定

＜対象駅＞地域防災計画に位置付けられている道の駅（781駅）

・広域的な防災拠
点となる道の駅の
選定
・ハード・ソフト両面
からの重点強化

等

2020年～
「防災道の駅」認定制度
の導入
（2025年：79駅）

2025年7月に発生したカムチャッカ地震における避難の様子
（道の駅「厚岸グルメパーク」（北海道厚岸町））

ＢＣＰに基づく防災訓練の様子
（道の駅「とよはし」（愛知県豊橋市））

首都直下地震を想定した防災訓練の様子
（道の駅「しもつけ」（栃木県下野市））



【参考】 道の駅へのコンテナ導入事例等
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可搬型水循環コンテナ（R8.3.6～） ※平時はコインランドリーとして運用

設置者：INNFRA株式会社
（道の駅「富士川」（山梨県富士川町））

防災用コンテナ型トイレ（R8.4.1～（予定））

設置者：熊本河川国道事務所
（道の駅「たのうら」（熊本県芦北町））

可動式キッチンコンテナ実証実験（R7.11.1～11.5）
※平時は調理スペースとして運用

実施者：四国地方整備局

防災用コンテナ型トイレ（R8.3.19～）

設置者：福岡県
（道の駅「みやま」（福岡県みやま市））

出典：山梨県富士川町HP
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■子育て応援（ベビーコーナーの設置（24時間利用可能））

開始時
4%

2025年
目標

50%以上

314駅

＜対象駅＞全道の駅（1,231駅）

2025年
実績
26%

616駅53駅

地方創生（コミュニティ・ハブ） （あらゆる世代が活躍する舞台となる地域センターへ）

■大学等との連携企画の実施
67校50校

開始時 2025年
目標

2025年
実績

24校

※24時間利用に限定しなければ、51％の駅
（626駅）でベビーコーナーを設置済み

○ ベビーコーナー（24時間利用可能）の設置率は26％となった（24時間利用に限定しない場合
は51％）

⇒ 引き続き、ベビーコーナーの設置状況を定期的に確認しつつ、ベビーコーナーや使いやす
いトイレ（洋式化、建物改修にあわせた増設、子供用トイレ等）の設置の促進に向けた支援
を実施予定

○ 道の駅と連携している大学等は67校に増加

⇒ 更なる連携促進に向けて、事例集のとりまとめ・周知による支援を実施予定

搾乳可能な場所であることを
表示する搾乳ステッカー

子供用トイレの設置

出典：女性用トイレにおける行列問題の改善に
向けた関係府省連絡会議

満空利用表示ベビーチェア、多目的シート
の設置

全国「道の駅」女性駅長会が、NPO法人
ひまわりの会等と連携し、「搾乳室マーク」
の普及に向けた活動を実施



【参考】 大学連携の事例
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函館大学 × 道の駅「なないろ・ななえ」「しかべ間歇泉公園」 千葉商科大学 × 道の駅「オライはすぬま」 「いちかわ」

商品開発（豆腐スプレッド）

テストマーケティングの様子

インターンシップの模様



今後の進め方（案）
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『まちぐるみ』の取組促進

道の駅同士の連携強化

応援パッケージ対象道の駅の伴走支援を継続実施 （～令和９年度）

取組内容やノウハウを全国に共有
・事例集の作成 （支援終了後の令和10年度）
・全国シンポジウム等での現状報告（紹介）

関係省庁の支援メニューの情報共有
・本省から提供
・連絡会のコンフィデンシャルレポートでの周知

ブロック・県単位等での駅長会による広域連携の強化
・現場課題解決のノウハウ共有（駅長研修等）
・共同プロモーション、共同商品開発、周遊ルート形成

連絡会を通じた民間企業との協働
・民間知見の導入

防災道の駅ネットワークの強化
・情報伝達訓練の実施


